
☆

　｢水無月｣は６月の別名ですが，雨がたくさん降るのになぜ？と思う人はいませんか？

｢日本語源大辞典｣(小学館)によると…｢な｣は｢ない｣の意に意識されて｢無｣の字があてら

れるが，本来は｢の｣の意で，｢水の月｣「田に水を引く必要のある月」の意であろう…，

とのこと。正にピッタリな呼び名！雨が続くと何となく気持ちもしとしとしてきますが，

せっかくなので季節を味わってみませんか？一年の折り返し6月30日｢夏越の祓(なごしのはらえ)｣

に無病息災を祈願し,｢水無月｣という和菓子を食べる習慣が各地にあるそうですよ！

　

｢鉄道地図帳・東北｣

(昭文社)

旅行”の物語

　

｢銀河鉄
道の夜｣
(宮沢賢

★　　　
★  今月末から２年生の宮っこチャレンジウィークが始

まります。様々な事業所で体験ができる貴重な機会で
す。また自分が将来就きたい職業や夢について考えた
り，知ったりする機会ではないでしょうか？せっかく
のチャンス，体験前に事業所関連本を読んでみては？
1・3年生のみなさんにもオススメです。

令和3年度　　宇都宮市立豊郷中学校

水無月
図書館だより 6月号 ☆　　

☆ ☆　　　

　★Jun

東北地方に関する本 震災・防災関する本

｢地震防災はじめの一歩｣
(大木聖子/東京堂出版)

｢和菓子のほん」
(中山圭子/福音館書店)

🌂🌂　・　☔　・　☂　・　🍬🍬　・　🌂🌂　・　☔　・

  図書室内の本を少し移動しました！探している本が見つからない等ありましたら，気軽に聞いてくだ
さい。また，２・３年生によく聞かれるのですが，本の返却・貸出は昼休みだけでなく，業間にもでき
ます。移動教室のついで等，是非ご利用ください。お待ちしています。

📖📖書架移動の中からおすすめの本を紹介📖📖

｢こども東北学｣(山

内明美/100%orange絵/ｲｰ
ｽﾄﾌﾟﾚｽ社)

　｢くらべて見る地図帳｣ ｢福島きぼう日記｣(篠

崎三朗/門馬健将/千乃/海成/
講談社)

｢特別授業3･11君
たちはどう生きる
か｣(河出書房新社)(学研)

東北地方が舞台の物語

伊坂幸太郎さんは，仙台市在住とい
うこともあり，宮城県を舞台とした
作品が多数あります。

宮沢賢治作品を
読んでから，岩
手の風を感じて
きてね♪

｢妖怪アパート
の優雅な日常｣
(香月日輪/講談社)

｢幸福トラベラー｣(山
本幸久/ポプラ社)

｢フラダン｣(古内一絵
/小峰書店)

｢ｱﾋﾙと謎のｺｲﾝﾛｯｶｰ｣(創元社)

｢アナザー修学旅
行」　　　　　　

(有沢佳英/講談社)

『仕事を選ぶ 先輩が語る働く現場64』

(朝日中学生ウィークリー編集部：著/朝日新聞社)

第一線で活躍する大人たちが，学生時代

何を考え，どう行動していたのか等，先輩

からのメッセージがたくさん詰まってます。

短編集やオムニバス作品がこのコーナーに移動しました。また，文豪（芥川龍之介や夏目漱石等)作品や

職業の本は３類の場所になります！

お し ら せ 業間も本の貸出・

返却OKです！

「君たちはどう生きるか」
吉野源三郎:著（ﾏｶﾞｼﾞﾝﾊｳｽ社）

舞台は1937年の東京。

主人公の中学生コペル君

は，世の中の生きる意味

について自分の頭で考え始

めたところ，叔父さんが導いていく

話です。豊中推薦50選の一冊でも

あります！

｢なぜ僕らは働くのか」

池上彰/編（学研プラス）

・仕事ってなにか
・どうして働くのか
・働く意味とは…等々
｢はたらく｣ことの色々
な疑問を，漫画やイラ

ストで分かりやすく教えてくれる一
冊です！

｢日本の給料＆職業図鑑」

給料BANK(宝島社)

"お給料"というテーマ
の元，職業を紹介。

あなたが気になって
いる職業のお給料がい
くらくらいなのか，気

になった人は，読んでみてね。

哲学や心理学の本，白い本棚へ移動しました。

『14歳の君へ どう考えどう生きるか』

(池田晶子：著/ヨシタケシンスケ：絵/弘文堂)

今あながた迷っている16項目を，どう考

えたらよいのかを教えてくれます。"考える

ること"の教科書的な１冊です。

「天使のにもつ」
いとうみく:著（童心社）

中学２年生の風汰

が職場体験に選んだの

は保育園。ただ遊ん

でいればいい，なんて気

持ちで行ってみると…。

🍰🍰和菓子・お菓子・パン屋さんに関する物語�
｢和菓子のｱﾝ」 ｢真夜中のﾊﾟﾝ屋さん」

(坂木司/光文社) (大沼紀子/ポプラ社)

｢ｽｰﾊﾟｰﾊﾟﾃｨｼｴ物語｣

(輔老心/岩崎書店)

修学旅行関連本特集
東北地方の本や，物語な

どの本を集めています。

是非手に取ってみてね♪

『行きたくない』

(加藤シゲアキ:阿川せんり:渡辺優:小嶋陽太郎:奥田亜希子:住野よる:著/角川文庫)

6人の作家が，｢行きたくない｣をテーマに書き下ろ

した短編集。色々な場面の｢行きたくない｣が描かれて

『吾輩は猫である 上・下』

(夏目漱石：作/弘文堂)

｢吾輩は猫である。名前はまだ無い｣という

有名な書き出しで始まる作品。先日のとちぎ

他にも…
｢スイートホーム｣

(原田マハ)
｢下町和菓子栗丸堂｣(似鳥

航一)等，お菓子屋さんが

舞台の物語があります♪
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